
とうきょうすくわくプログラム活動報告書【２０２５年度】 

施設番号 66-0472 
施設名 こひつじ保育園 
法⼈名 社会福祉法⼈ 葛飾福祉館 
法⼈所在地 東京都葛飾区東四つ⽊３-６-１２ 

１． 活動のテーマ 
＜テーマ＞ 
⾷育活動 （鮭の解体） 

 
＜テーマの設定理由＞ 

普段何気なく⾷している鮭。しかし⼦どもたちが普段⽬にする鮭は切り⾝で売られており、テーブルに配膳されたまま

鮭の姿や⾝体の構造、⽣涯について気にしたり考えたりすることなく⾷している。普段⽬にすることのない⼤きな鮭を

観察し、⿂の体はどうなっているのか、⾃⾝の体と照らし合わせて考えてみたり、「⾷べる」ということはどういうこと

なのか、命の⼤切さに気付き感謝の気持ちを持つ機会としたいと考え設定。 
 
２．活動スケジュール 

・3，4，5 歳児で各テーブル（ブース）に設置したパネルや BOX,パズルなどを順に周り鮭について知る。 

・鮭の展⽰観察及び触れる 

・鮭の解体を観察（解体しながら体の構造について問いかけ） 

・ちゃんちゃん焼調理過程の観察（調理しながら使⽤する調味料や調理器具について問いかけ） 

・実際に⾷べてみる 
 

３． 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

冷凍鮭、まな板、三徳包丁、出刃包丁、ラップ、⼿袋、⾻抜き、バット、ホットプレート、ヘラ、ブルーシート、新聞

紙、ボール、養⽣テープ、等  
 
４． 探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

鮭の展⽰を観察したり⼿袋をして直接触れてみる。いくつかのテーブルに？ボックスを置いて鮭についてのクイズをし

たり、パズルでは体の構造について知り、パネルを⾒ながら鮭の⼀⽣について学びを深める。⼀通り知識を深めた後、

鮭の解体を観察し、体の仕組みを⾃⾝の体と照らし合わせながら考えたり、調理されテーブルに配膳されるまでの過程

を経験する。 
  
 ＜活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育者との関わり＞ 

 
 
 

【鮭の観察】では、⿐がある、気持ちが悪い、⽬がくりくりしてる、海の匂いがする、エラがある、ツルツルしてる、
⻭がとげとげしてる、この⽳何（⿐や肛⾨）、⾆がある、⾆が硬い等々、⾒たり触れる中で様々な発⾒をしていた。また
【解体】では、なんだか可哀そう、⾎が出てる、気持ち悪い、⾳が聞こえたよ、⾻の折れる⾳だ、男の⼦にはイクラが
ないんだ、⼼臓、内臓、胃などを⾒せながら説明すると、⼈間と同じだねなど思い思いの声が聞こえてきた。 
【調理】では、何だかいい⾹りがしてきたよ、おいしそうな⾳がする、おなかぺこぺこ等の声があった。 



 
 
 
 
 
 
 

５． 振り返り 

＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞ 
⼤きな⿂に触れて解体を⾒ることが初めてだったにも関わらず、気持ち悪いという声も聞こえたが、しっかり観察して
いる様⼦が⾒られた。特に 5 歳児は媒体（パネル・BOX・パズル）で⾒た情報を基に、講師に問いかけるなど疑問を持
ち解決しようとする姿が⾒られた。終了後感想を聞くと「可哀そうだった」という声が聞かれ、⾃然の流れで「いただ
きます」という⾔葉の意味を皆で考える機会となった。全体を通し⾮⽇常的な場⾯が多かったこともあるかもしれない
が、真剣な眼差しで⾷い⼊るように参加している⼦どもたちの姿が印象的だった。 

 
 


